
備前市議会報告会（令和6年第1回）実施報告書 

開 催 日 時 令和6年8月9日（金） 9時55分開会 ～ 11時25分閉会 

開 催 場 所 岡山県立備前緑陽高等学校 

意 見 交 換 

（議員からの質問） （学校からの回答） 

○ 校長から見た、緑陽高校の強み

は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 緑陽高校の魅力化の方針は 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生徒募集の現状と考え方は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 総合学科が魅力の一つであり、幅広

い科目選択が可能であることから、自

分自身の進むべき道を決定できる。そ

れに伴い、卒業後の進路も幅広い。部活

動は他校にないものが多々ある。備前

市の協力も得ながら、「びぜんみらい

学」を実施している。様々なことに一

生懸命取り組むことができる環境、

一人一人が自分のやりたいことを全

力で取り組めることが大きな魅力で

ある 

● 在校生の満足度、魅力を高めること

を一番に考えている。そのために、分か

る・できる授業、魅力ある授業づくりに

取り組んでいる。また、社会貢献活動や

ボランティア活動など通じ、自己肯定

感を高めていきたい。地元中学生にも

このような活動が口コミで拡がるよう

努めている。さらに、地域に愛され、必

要とされる学校を推進していきたい 

● 令和２年度から競争倍率が1.0倍を

切る状況であり危機感を感じている。

市内の中学校（備前・伊里・日生）から

の進学率は、ここ10年約20％である。在

校生の住所別では、岡山市が最も多く

133名、次いで備前市の113名、瀬戸内市

の89名となっている。地元の中学校別

では、備前中が最も多く57名、次いで伊

里中の29名、日生中の23名となってい

る (令和６年度学校要覧８頁参照) 。

地元の中学生に緑陽に行きたいと思わ

れる魅力づくりを進めていく 

 



○ 生徒の卒業後の進路（進学と就

職の比率）について 

○ 学校統合問題の方向性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 県立高校の在り方を考える会

に期待することは 

○ 赤穂線減便問題等環境面について 

 

 

○ 中学校の先生の声は 

 

 

 

 

○ 中学校からの進学希望の動向は 

 

○ オープンスクールの状況は 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生徒から見た、緑陽高校の実態

は、どう思っているか 

 例：食堂が欲しい、売店が欲しい、

まちの魅力化を、赤穂線の問題

等 

 

● 約７割が進学、３割が就職している

(令和６年度学校要覧10頁参照) 

● 現行の実施計画や再編整備基準の趣

旨は尊重する必要があると考えてい

る。令和６年度から定員160名から120

名となり、現在３クラス規模となって

いる。２クラス規模となった場合、学校

教育活動の質を維持していくことは困

難であると考えるが、本校を選択して

もらえるような魅力づくり、特色づく

りを進めていきたい 

● 地元の高校に対する期待は非常に大

きなものがあると認識しており、会の

動向はしっかり注視していきたい 

● 在校生の約８割が利用している。今

のダイヤが最低限であり、可能であれ

ばもっと増やしてもらいたい 

● 面倒見のいい学校と思われている。

ただ、商業科とか工業科とかは分かり

やすいが、総合学科という学科が分か

りにくいため、もっとわかりやすい説

明が必要である 

● 私立を第一志望に考えている生徒が

多い。 

● 今年度は７月に実施し、中学３年生

191名（昨年138名）、中学２年生55名（今

年度から対象）、保護者119名の参加が

あった。この活動を教員主導ではなく、

生徒会主導で行ったことで、非常に評

判が良かった。また、部活動の体験会も

予定していたが、熱中症の心配で見送

った。 

● 楽しい行事が多い、にぎやかでみん

な元気がいい、部活動・ボランティア活

動が活発、生徒と教員の距離が近く相

談しやすい。マイナス面では、校則が厳

しい、設備（エアコン・トイレ）が古い、

赤穂線の便数が少ない 



○ 生徒・保護者が学校へ期待する

こと 

 

○ 備前市に対する要望や期待す

ること、また地域に期待するとこ

ろは 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市や議員、地域に期待している

ところは 

 

 

 

○ 生徒が先生をどう評価してい

るのか 

 

 

○ 生徒から見た緑陽高校サポー

ト事業について 

 

 

 

 

○ 部活動の道具購入にサポート

事業を使ってはどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 校則の見直し（頭髪や服装）、エアコ

ン・トイレの改修、学食、弁当販売の実

施など 

● 手厚いサポート事業はありがたく感

謝している。来年度以降もサポート事

業を継続していただきたい。また、早め

の決定をいただけることで、オープン

スクールで中学生、保護者に伝えるこ

とができた。 

高校生が立ち寄れるところがないの

で、立ち寄れる場所があれば良いと思

う（西片上の活性化） 

（生徒会副会長からの回答） 

● 先日市民センターでリユース会があ

ったが、とても良い事業であると思っ

た。私は岡山から来ているが、地域で寄

り添ってみんなで支え合っている感じ

が良かった 

● 比較的勤務年数の長い先生が多く、

緑陽の雰囲気に慣れていて、いろんな

面で理解してもらっている。また、学力

にあった指導をしてくれている 

● 緑陽に入学しようかどうか迷ってい

た時に、本助成事業が決め手となった

（親がとても喜んだ） 

  ギフト券とかは管理も大変であり、

今のポイント還元で自由に使えるのが

いい 

● 用具等備品は、大体借り物で買わな

くてすむが、本当にやりたいという生

徒は自分で購入するため、費用の面で

はありがたい。やってみたい部活動が

あっても、極力お金がかからないよう

にしてもらいたい 

 

 

 

 



○ こども議会に興味はあるか 

 

 

 

 

 

○ 何か要望とかあるか 

 

 

○ 校則は厳しいか 

 

○ 西片上駅（トイレ）の改修につ

いて 

● 意見がたくさん混じり合う中で、一

つのことに向かって話す、明確にこれ

について話したいというゴールが決ま

っているのであれば、それについてい

ろいろ述べることは好きなので、興味

はある 

● 学校に通っていて、電車でうるさい

とか、マックスバリュで騒がないでと

いう問題があるので、飲食店が欲しい 

● 校則がすごく厳しくて過ごしにくい

と思ったことはない 

● トイレを利用したことはあるが、よ

くある駅のトイレであり、早急に直し

て欲しいとは思わなかった 

 


